
過 湿 条 園 に お け そ, 酸 素 供 給 剤 の 利 用 効 果

1 . 背 景 と お ら い

桑 は 過 海 に よ り 生 育 障 害 を う け や す い。

は、 県 下 で 全 桑 園 の 約 3 % 、 5 6 h a であ る。

上 壌 用 酸 素 供 給 剤 の 効 果 を 明 ら か に す る。

〈蚕 試 i  環 境 部 )

生 産 性 低 下 の 原 因 に な つ て い る 過 湿 桑 園

こ れ ら 桑 国 の 土 壌 改 良 対 策 の 一 環 と し て

2 . 技 術 内 客     !

( 1 ) 株を1 中心 と し た 幅 1 中 の 範 囲 に 推 肥、 石 灰、 肥 料、 酸 素 供 給 剤 ( ネ オ カ ル オ キ

ソ 粒 剤 ) を 散 布 し、|  その 上 を 唯 間 の 上 で 覆 土 し、 か ま ぼ こ 型 の 高 唯 に す る ( 図 1

1 と
、 根 の 発 育 が 慨 盛 と な り、 樹 勢 が 回 復 し 収、穫 五 っ 増 大 が 図 ら れ る。

処理前i地面

処理後地面

( 2 ) この 場 合 の 施 肥 (

/ 1 0 a 以 内 と す る。

石 灰 合 む ) は 標 準 員 と し、 酸 素 供 給 剤 の 施 用 量 は 2  0  k g

3 . 指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) 本技 術 は 大 規 模 造 戒 地 の 斜 面 下 部、 本 田 転 作 乗 園 な ど 周 開 の 地 下 水 続 が 高 い 時

期、 水 害 等 で 土 壌 が 通 気 不 員 と な り 過 湿 障 害 を う け た と き の 緊 急 措 置 と し て 実 施

す る。 基 本 的 に は 明、 暗 葉 J F 水に よ り 過 混 を 字F 除 す る こ と が 必 要 で あ る。

( 2 ) 畦間 に も 細 根 が 認 め ら れ る と き は 過 湿 が 一 時 的 で あ る の で、 時 間 の 断 根 を 避 け

明、 暗 採 等 に よ る漫 水 防 止t  排水 対 策 を優 先 す る。
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図 1 酸 素供給剤の施用位E
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5. 試 験 成 績

表 1 桑 の伸長状況 単位 :節

葉量 :た。

6月 26日夏切、 6月 11日新梢長、 8月 10日～ 9月 10日夏切校条長

表 2 各 区の桑収穫量

酸素供給剤はネオ々ルオキッ粒剤を使用 (5月22日施用)

耕種概要 :桑品種 改 長鼠採、稗植距離2,3れXO.65節 (669本 10a)

施肥量 (10a当り成分量)N・ 301,、P20・ ●16角六 K20・ 20た,

うち春肥は60%

無施用改良

図 2 酸 素供給剤施用による恨系分布 (11月 19日)

調査月日

試験区
6 月 1 1 日 8 月 1 0 日 8 月 2 0 日 8 月 3 0 日 9 月 1 0 日 枯死株率

征
小

改 良 16.1 60。4 76.1 82. 1 84.9 25.0杉琢

平畦+酸 素供給剤20たo 19,7 58.8 75,7 83.2 87.5 4.5

高 嵯 22.4 72.6 97,8 118.7 129・1 9.1

高畦十酸素供給剤10た, 23.4 66.9 91.8 105,6 113,2 0

高畦+酸 素供給剤20ル 24. 1 70.5 102.2 121.5 132.2 0

高畦十酸素供給剤30ル 25,4 65.6 92.7 104. 1 110.7 0

項  目

試験区
春 晩 々 秋 年 合 計

繭  換   算

南/た,/桑 葉16.5た。

施河[N挽。当

桑葉生産量

鉦
小

改 良 315 99 414 25 14

平畦■酸素供給剤20ル 437 308 イ
を

，
ｒ 45 25

高 畦 615 390 1,005 61 34

高畦 十酸素供給剤10 ,々 651 402 1,053 64 35

高畦十酸素供給剤20ル 914 767 I,686 102 56

高畦十酸素供給剤30ル 703 638 1,341 81 45

高畦十ネオカルオキツ20kP
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